福井県衛生環境研究センター研究員活動報告　概要
	発表演題名
	近年のインフルエンザ発生動向について

	学会名
	奥越地域保健・福祉・環境関係職員研修

	発表者名
	中村　雅子　（保健衛生部）

	開催場所
	勝山市福祉保健センター「すこやか」

	開催日時
	平成１９年１１月２０日（火）

	発表内容
	まず、インフルエンザウイルスの基礎知識として、ウイルスの変異や日本でのワクチン株の選定手順、インフルエンザサーベイランスについて説明。
その後、福井県のデータを中心に近年のインフルエンザの発生動向（流行株、患者発生状況）を説明。近年のインフルエンザは、初発は早いがピークは遅いこと、流行が長引く傾向にあること、AH1,AH3,Bの3つの株が混在していることなどから注意が必要である。

学校での予防策としては、うがい･手洗い・マスクの励行、部屋の湿度を上げること、部屋を換気することなどが重要であると提言した。



